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 直径１mmの重水素化ポリスチレン（C８D8）n球形ターゲットをインジェクションし、高出力レーザーHAMA

で繰り返し照射するシステムを開発した。我々は中実の重水素化ポリスチレンターゲットをW／Oエマル

ジョン法で大量に生産し、自由落下にて真空下にて繰り返し３Hzでのインジェクションに成功した。タ

ーゲットがインジェクションされる時間間隔のばらつきは約±13	
 ms、18	
 cm下のレーザー照射高さでの

空間ばらつきは、レーザー光軸方向で1.3mm(σ)、垂直方向で0.55mm（σ）を実現した。ターゲットが

インジェクションされる時間間隔にばらつきがあるため、２個の光ファイバーセンサでターゲットの通

過を検知して照射高さに到達する時間を推定することで、レーザーHAMAによる繰り返し照射を可能にし

た。レーザーのエネルギー１J、パルス幅300fs、集光直径15μmm、繰り返し1Hzの条件にて約600回繰

り返し照射を行い中性子の発生も確認した。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 

図１	
 レーザー照射されたターゲットのスナップショット	
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